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サイトの準備

このマニュアルでは、Sun StorEdge™ 6120 アレイおよび 6120 高可用性 (HA) アレイ
構成の設置要件を説明します。出荷品に含まれるすべてのコンポーネントおよびアレ
イについては、ご購入先にお問い合わせください。

この節は、以下のように構成されています。

� 1 ページの「Sun StorEdge 6120 アレイの構成」

� 3 ページの「安全性について」

� 4 ページの「環境要件」

� 7 ページの「ケーブルの仕様と敷設要件」

Sun StorEdge 6120 アレイの構成
Sun StorEdge 6120 アレイは、データホストに対するファイバチャネル接続機構を備
え、RAID コントローラ 1 つと最大 14 台のディスクドライブを内蔵した、モジュー
ル式でスケーラブルな高性能記憶装置です。Sun StorEdge 6120 HA アレイ構成で
は、バックエンドデータおよび管理接続にインターコネクトケーブルが採用され、2 
つのアレイコントローラが対になっています。HA アレイ構成は、キャッシュのミ
ラーリング機能を持つ冗長なハードウェア RAID コントローラと、ホストアプリケー
ションに対する連続したデータ可用性を実現する冗長なホストチャネルを提供しま
す。

図 1 に示すように、アレイは Sun StorEdge 拡張キャビネットへのラック搭載、ある
いはサポートされているサンのキャビネットへのラック搭載のどちらにも対応してい
ます。1 つのキャビネットに最大 10 台のアレイを搭載することができます。
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図 1 ラック対応の Sun StorEdge 6120 アレイ

製品の概要と設置方法についての詳細は、Sun のマニュアルの web サイトで提供し
ている以下の Sun StorEdge 6120 アレイ関連マニュアルを参照してください。

http://www.sun.com/documentation

表 1 Sun StorEdge 6120 アレイ関連のマニュアル

用途 タイトル Part No.

最新情報 Sun StorEdge 6120 アレイご使用にあ

たって

817-2223

設置と参照マニュアル Sun StorEdge 6120 アレイ導入の手引き 817-2203

安全要件 Sun StorEdge 6120 Array Regulatory 
and Safety Compliance Manual

817-0961

設置手順 Sun StorEdge 6120 アレイ設置マニュア
ル

817-2208

CLI 管理、構成、保守、
リファレンス

Sun StorEdge 6020 および 6120 アレイ
システムマニュアル

817-2213
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安全性について
Sun StorEdge 6120 アレイの設置は、設置先の安全規定と規制に従って行ってくださ
い。アレイ構成の設置に進む前に、必ず『Sun StorEdge 6120 Arrays Regulatory and 
Safety Compliance Manual』の事前安全対策の説明を読み、それらの対策に従ってく
ださい。

以下の節では、設置先の安全に関する補足情報を提供します。

� 3 ページの「取り扱い上の注意事項」

� 4 ページの「サン製品の配置」

注 – 機器には、機械的または電気的な改造を加えないでください。サンは、改造さ
れたサンの製品に対する規制適合の責任を負いません。

取り扱い上の注意事項

注意 – キャビネット内にあるフル構成のラック搭載アレイシステムの重量は、627 
kg (1400 ポンド) を超えることがあります。システムの移動経路のどの部分もこの重
量に耐えられることを確認してください。

移動できるように、キャビネットには車輪が付いています。特に、積み下ろしのとき
や傾斜したところ、コンピュータ室に入るときのキャビネットの移動に際しては、十
分な作業員を確保してください。キャビネットはゆっくり慎重に移動し、キャビネッ
トが倒れる原因となる異物やケーブルが床面にないことを確認してください。

注意 – 人身事故のないよう、キャビネットを移動する際は保護靴を履いてくださ
い。

キャビネットは水平面に設置してください。キャビネットの底の四隅に、滑り止め処
理が施された調節可能なパッドがあります。キャビネットを設置する際はこれらの
パッドを伸ばして、キャビネットが不安定にならないようにしてください。これらの
パットは、キャビネットを水平にするためのものではありません。

Sun StorEdge 拡張キャビネットの移動と設置に関する詳細は、Sun のマニュアルの 
web サイトにあるキャビネット関連のマニュアルを参照してください。

http://www.sun.com/documentation
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サン製品の配置

サン製品の開口部は、塞いだり覆ったりしないでください。サン製品は、絶対に放熱
器や熱通風装置の近くに設置しないでください。これらの指針に従わないと、過熱に
よってサン製品の信頼性が低下する可能性があります。

設置の安全要件

アレイのラック搭載構成では、重量が 627kb (1400 ポンド) を超えることがありま
す。

床面は水平である必要があります。設置前のシステムの移動や設置が楽に行えるよ
う、キャビネットには車輪が付いています。キャビネットの底の四隅に、滑り止め処
理が施された調節可能なパッドがあります。キャビネットが勝手に動かないようにす
るには、設置したときにこれらのパッドを伸ばす必要があります。これらのパット
は、キャビネットを水平にするためのものではありません。

地震が発生した場合の人身事故を最小限に抑えるため、キャビネットは、設置する部
屋の床から天井にまで伸びている状態にするか、壁から伸びている剛構造物にしっか
りと固定してください。

環境要件
この節では、Sun StorEdge 6120 アレイ の設置先の環境要件をまとめています。この
節は、以下のように構成されています。

� 5 ページの「環境仕様」

� 5 ページの「電気および電源仕様」

� 6 ページの「物理仕様」
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環境仕様

電気および電源仕様

すべての Sun StorEdge 6120 アレイは、2 つの独立した電源を必要とします。冗長性
を実現するため、各アレイキャビネットの底部には、 2 つの電源コンディショナ (配
電) が装備されています。1 つのアレイに 2 つの 電源/ファン一体ユニットがあり、
それぞれ別のコンディショナに接続します。電源の冗長性を維持するために、各コン
ディショナは独立した電源に接続する必要があります。表 3 は、各コンディショナに
必要な電源を示しています。

以下は、設置先に関係なく推奨される事項です。

表 2 設備の環境仕様

仕様 動作時 非動作時

温度 5℃ ～ 40℃ (華氏 41° ～ 104° )、
結露なし

-40℃ ～ 65℃ (華氏 -40° ～ 149° )、
結露なし

相対湿度 10～90% RH、結露なし

最大湿球温度 27℃
93% RH 結露なし

最大湿球温度 38℃

高度 -305 ～ 約 3 km
(-1,000 ～ +10,000 フィート)

-305 ～ 約 12 km
(-1,000 ～ +40,000 フィート)

衝撃 (任意の X、
Y、Z 軸から)

最大 
11ms の時間で 4g

最大 
11ms の時間で 10g

振動 (任意の X、
Y、Z 軸から)

0.25g のときに 5 ～ 500 Hz 1.0g のときに 5 ～ 500 Hz 

表 3 各キャビネットの電源仕様

仕様 定格

AC 電圧と周波数 AC 100 ～ 240 V

周波数範囲 47 ～ 63 Hz

入力電流 最大 5.0A

入力電力 最大 500W
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� 現地、国内、または他の該当する行政規則や規制で規定されている場合は、キャ
ビネットの配電盤へのあらゆる AC 主電源線および配電線を金属製の導管に収納
する必要があります。配電線と配電盤 (または相当する金属製の導管) は、その両
端を接地する必要があります。

� アレイに対する電圧変動は最小限である必要があります。顧客設備で供給される
電圧は、+/-5% 未満の電圧変動に維持される必要があります。

� 顧客設備では、適切なサージ保護を行う必要があります。

物理仕様

この節では、Sun StorEdge 6120 アレイの物理要件をまとめています。

寸法

クリアランスと保守作業

表 4 アレイおよびキャビネットの物理仕様

アレイの構成 高さ 幅 奥行き 重量

Sun StorEdge 6120 アレイ

ラック対応ユニット

5.25 インチ 44.5 cm
17.5 インチ

48 cm
18.9 インチ

41 kg
90 ポンド

Sun StorEdge 6120 アレイ

最大キャビネット構成

188 cm
74 インチ

61 cm
24 インチ

93 cm
36.5 インチ

627 kg
1,400 ポンド

表 5 ラック搭載の Sun StorEdge 6120 アレイのクリアランスと保守作業

位置 保守に必要なクリアランス

正面 61 cm (24 インチ)

背面 53 cm (21 インチ)

左右 92 cm (36 インチ)
保守作業のみ
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ケーブルの仕様と敷設要件

表 6 ケーブル仕様

ケーブルの種別 コネクタ 最大ケーブル長

ホストインタフェース (FC-AL) 
LC-SFF と LC 間の光ファイバ

ケーブル

LC-SFF 25 m (82.021 フィート)

シールド付き Ethernet
10/100BASE-T、カテゴリ 5

RJ-45 100 m (328.084 フィート)

シリアル

(購入先の有資格者のみ取り扱い

可能)
RJ-45 25 m (82.021 フィート)

電源 (110V) 標準 -

電源 (220V) 標準 -

アレイ用インターコネクトケー

ブル

HSSDC2+2 0.5 m (1.64 フィート)
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